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研究成果の概要（和文）：人が養育者との関係から作り上げた愛着の概念には，パーソナリティの基礎となり，
意識しにくいすなわち潜在的な，内的作業モデルがある。これは人の情動に影響を与えることで，人間関係を変
化させることが示されてきた。だが情動のコントロール（情動制御）には，意識しにくい制御，つまり潜在的情
動制御もある。
　本研究では，この潜在的な愛着の内的作業モデルと，潜在的な情動制御の関係を明らかにすることを目的とし
た。
　実験によって，潜在的な愛着の内の他人を避ける傾向（親密性回避）が，潜在的な他人との親密な関係に対す
る不安（関係不安）を高める可能性が示唆された。これは，潜在的な愛着と潜在的な情動制御の関係を示唆して

研究成果の概要（英文）：In attachment conception by made relationships with caregivers, implicit 
internal working model (IWM) becomes base of personality. It found that IWM had effects on emotional
 regulation (ER). Then, ER has implicit aspects. 
 This study's purpose was verifying the relationships between implicit IWM and implicit ER. 
 By experiments, it suggested that implicit avoidance of IWM enhanced interpersonal anxiety. In 
other word, implicit IWM had relations with implicit ER.

研究分野： 社会心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　人のもつ自分や他人についての概念や，人が行う心のプロセスには，自分で意識しにくい面がある。こうした
心の潜在的な側面を，パーソナリティの基礎となる内的作業モデルという概念に絞り，それと感情のコントロー
ルである，情動制御の意識しにくい面との関係を明らかにしたことで，パーソナリティが感情に及ぼす影響に新
たな視点を投げかけることができた。
　これは，人の行動や感情の変化には，自分で意識しにくい面があり，そのために気づかずに社会生活をうまく
営める人もいれば，そうではない人もいることを示唆している。今後は，この意識しにくい面にどのように関わ
ることができるかを検討することが必要であろう。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 
潜在的な愛着の内的作業モデルを測定する指標を開発したが，それがどのような心理変数と

関係するのかについては明らかになっていなかった。愛着は従来，情動制御と関連があるとさ
れ，潜在的な情動制御の研究も行われている。しかし，愛着と情動制御の潜在的側面同士の関
係については，研究がなかった。また，比較のために顕在的な愛着の内的作業モデルが顕在的
な情動制御に及ぼす影響も調べる必要があると考えられた。 
 
２．研究の目的 
 
 潜在的な愛着の内的作業モデルが潜在的な情動制御に及ぼす影響について検討することを目
的とした。 
 
３．研究の方法 
 
 潜在的な愛着の内的作業モデルを測定するため，コンピュータのモニタ画面に提示される語
彙のカテゴリー判別によって測定する GNAT を用いた。GNAT とは，社会的認知研究でよく用い
られる IAT（Implicit Association Task）と似ているが，異なる点が存在する。それは IAT で
はモニタ中央画面に提示される語が，モニタ上方に示される 2つのカテゴリーのいずれかに当
てはまることを，それぞれカテゴリーに割り当てたキーを押すことで調べるのに対して，GNAT
では，カテゴリーに当てはまらない場合は，キーを一切押さないことで，そのカテゴリーに含
まれるか否かを調べることができることである。一方，潜在的な情動制御を測定するために，
語彙判断課題を用いて，愛着に関連する語彙への正誤判断の反応時間を調べ，そこから間接的
に情動が促進，あるいは抑制されているかを調べた。 
 また，新たな測定指標の開発も GNAT によって行った。 
 顕在的な愛着の内的作業モデルが顕在的な情動制御に及ぼす影響については，大学生を対象
として，愛着の内的作業モデルを信頼性の高い自己報告尺度で測定した。この指標以外に，キ
ャリア自己効力を感情や行動へのコントロールの変数として，さらに大学生のキャリア探索行
動を自己報告尺度によって測定した。 
 
４．研究成果 

 
顕在的な愛着の内的作業モデルが顕在的な情動制御に及ぼす影響については，友人との愛着

と，母親との愛着が，キャリア自己効力を媒介として，大学生のキャリア探索行動に影響する
という知見を得られた。 
 これは，欧米ではよく知られた知見だが，日本ではほとんど実証されていない結果を得るこ
とができた。  
 この研究によって，キャリア形成において，幼少期からの母親や仲間との親密な関係が影響
を及ぼしていることが示された。これは，重要な他者との親密な関係が，結果として，個人の
安定的な行動目標やその目標に向けての自己効力を高めることに寄与していることに他ならな
い。キャリア関連の自己効力が高いことによって，キャリア探索行動が動機づけられたのは自
然なことであろう。こうした知見から，幼少期からの親密な他者との愛着の安定性が，その後
の人生の道を切り開く，すなわちキャリアを自ら探求し，道を切り開いていくのに役立ってい
ることは，単純な適応だけはなく，愛着が人の生涯発達の多様化に大きな役割を果たしている
ことを裏付けるものとなっていると考えられる。 
 また，情動経験等に影響する潜在的な自己制御システムを測定する方法を開発した。具体的
には，利得の存在に接近し，利得の不在を回避しようとする自己制御システムである「促進焦
点(promotion focus)」と，損失の不在に接近し，損失の存在を回避しようとする自己制御シス
テムである「予防焦点(prevention focus)」の 2つの自己制御システムの潜在的測定方法を開
発することができた。愛着の内的作業モデルは，一般に「関係不安」と「親密性回避」の 2つ
からなると考えられているが，前者は促進焦点に類似し，後者は予防焦点に類似している。こ
のため，自己制御システムとしての内的作業モデルの測定に近づくことができた。 
さらに，親密性回避傾向が高い人は，自己の属性語のプライムを提示されると，語彙判断課題

の内，関係不安関連語に対する反応時間が遅くなる傾向があることが示された。この結果は，
親密性回避傾向が高い人は，自己肯定のための確認をする傾向が高く，そのために関係不安が
高められるという上方制御，すなわち負の情動を高める方向での情動制御を行っている可能性
を示している。  
 ゆえに，愛着の潜在的内的作業モデルから潜在的な負の情動の制御への影響について，その
一部ではあるが，明らかにすることができた。これらの関係は，従来の研究ではまったく得ら
れていない知見である。 
 今後は，より多様な研究を行う必要がある。 
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